ＣＲ２０３２タイプ　発信機使用方法

・受信機の周波数を発信機の周波数にセットします

　　ＳＳＢが受信可能な受信機の場合は受信モードをＳＳＢ（ＣＷまたはＬＳＢ、ＵＳＢ）にセットします

　　受信周波数は発信機ＯＮにしたあとに

　　　１４４ＭＨｚの場合：１４３．９９５～１４４．００５ＭＨｚ

　　　１５０ＭＨｚの場合：１４９．９９５～１５０．００５ＭＨｚ

　　　１６１．０８ＭＨｚの場合：１６１．０７５～１６１．０８５

　　　　　の間で、発信音の一番聞きやすい周波数にセットしてくだい

・発信機に電池（ＣＲ２０３２）を下記写真のように＋極を上面にして斜めに差込みます

・赤いボタンを１回押すとＯＮとなり、ＬＥＤが点滅します（受信機から発信音がします）

・ボタンをさらに３回押すとＯＦＦとなり、ＬＥＤは消灯します（発信音が止まります）

・ボタンは押すたびに　

　　ＯＮ（発信モード１）→ＯＮ（発信モード２）→ＯＮ（連続発信モード）→ＯＦＦ　　を繰り返します

　　　通常は発信モード１で使用してください

　　　連続発信モードで使用すると電池の消費が大きくなりますので連続発信の状態での

長時間の使用はお控えください

　　　長期保管時等は電池を抜いておいてください

・アンテナ線はドライバの柄などで写真のようにコイル状に巻いて機体に搭載します

　　機体レシーバー本体およびアンテナからは極力離して搭載してください

・防水にはなっておりませんので、水滴などがつかないようにご注意ください

・受信にはアマチュア無線用ヤギアンテナの使用をお勧めします

ご注意！！
・ＲＣ機に搭載の場合、周波数の関係上から機体の受信機に影響を与えることはほとんどありませんが

発信機を作動させた状態で、機体の操作に影響を与えないか、地上で充分な距離テスト等を必ず行って

から飛行してください

・本機を搭載したことにより万一、故障・事故等が発生しても、当方において責任は一切とれませんので

ご了承ください
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